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健 康 ガ イ ド
すこやか生活習慣教えて！医学

指定難病(原因が不明で治療法が確立されていない、いわゆる難病のうち厚生
労働大臣が指定する疾病)は現在348疾病あり、埼玉県の審査を受け認定され
たかたは、治療に係る医療費の一部が助成されます。

指定難病に罹患しているかた
指定難病や当該指定難病に付随して発生する傷病に関する医療など
※文書料など、保険適用外の費用やサービスは対象外です。

平成26年5月23日に｢難病の患者に対する医療等に関する法律｣(難病法)が成
立したことを記念し、患者や家族の思いを多くの人に知ってもらう機会とするこ
とを目的に、(一社)日本難病・疾病団体協議会により、毎年5月23日を｢難病の
日｣としています。
難病は人口の一定の割合で発症するといわれており、決して特別なものではあ
りません。あなたやあなたの家族・親戚、あるいは友人や会社の同僚の中にも
難病で療養されているかたや治療を続けながら働いているかたがいるかもしれ
ません。そうしたかたに想いを寄せる日にしてみませんか。

対象者
対象となる
医療の範囲

g疾病対策課　i048-423-6708　k048-423-8852

～5月23日は｢難病の日｣～

こ  だま　　 けん  じ

画像診断センター 放射線技師　　小玉　賢治

急性期脳卒中における
画像診断の役割

急性期脳卒中(脳出血・くも膜下出血・脳梗塞)の初期画像診断には
CT検査やＭRI検査などが用いられます。
CT検査は、検査時間が短いことから脳出血の早期診断に非常に有
用なため最初に行います。そこで、脳出血が確認できない場合には脳
梗塞が疑われるため、MRI検査を行います。
MRI検査では、急性期の梗塞部位の検出に有用な組織内の水分子の
拡散運動を画像にする｢拡散強調画像｣や、脳内の血管のみを画像に
する｢MRA｣などを撮像します(最新のCT検査ではCT灌流画像検査
が脳梗塞の診断や治療方針の決定に活用されることもあります)。
急性期脳梗塞と診断されると、カテーテルを使った治療を要するた
め、より詳細な血管撮影検査を行い、閉塞している血管を再び流れ
るようにするための治療(血栓回収術)を行います。血管撮影検査で
は、カテーテルを目的の血管まで誘導し、血栓を直接取り除きます。
急性期脳梗塞は、早期に治療を行うことで重い後遺症の発症を免れ
る可能性があります。そのため画像診断センターでは、CT検査・MRI
検査・血管撮影検査・血栓回収術までの時間を短縮するため、脳神
経外科医・診療放射線技師・看護師などのスタッフが1つのチームと
なり診療に臨んでいます。
埼玉県は急性期脳卒中治療を迅速に提供するため、平成30年に消
防機関と医療機関が連携し、｢埼玉県急性期脳卒中治療ネットワーク
(Saitama Stroke Network：SSN)｣を整備しました。当院もSSNの
基幹病院として参画し、24時間365日、患者の受け入れが可能な体
制を整えています。

川口市立医療センター

かんりゅう

埼玉県
ホームページ

支給認定申請を行う(市保健所に提出)
※難病指定医が作成した臨床調査個人票(指定の診断書)などの
申請書類が必要です。

※申請書類は埼玉県ホームページからダウンロードできます。
(市保健所窓口でも配布しています)

埼玉県の審査を受ける

埼玉県から認定されると医療受給者証が交付される
※交付まで2～3カ月程度かかります。

＜医療給付を受けるには？＞

｢指定難病医療給付制度｣をご存じですか？

※詳細は埼玉県ホームページをご確認ください。
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支給額　4万円（令和6年1月1日時点で国外居住者であった場合は3万円）

申請受付期間　　5月1日㈭～6月30日㈪(必着)　　8月上旬（予定）～9月30日㈫(必着)

表紙写真 募集中！表紙写真 募集中！「広報かわぐち」「広報かわぐち」
まだまだ

募集しています！
～次の表紙を飾るのはあなたの写真かも！？ ～

皆さんと一緒に親しみのある広報紙を

作るため、表紙写真を募集しています！

たくさんのご応募をお待ちしています。

最優秀賞 特典（各月1人）
●広報かわぐち（表紙）への掲載
●きゅぽらんぬいぐるみ

❶スマートフォンやパソコンから申込フォームにアクセスし、
必要事項を入力の上、応募写真を投稿

詳細は市ホームページの
募集要項をご確認ください▶

問い合わせ…広報課　i048-259-7628　k048-258-1119　〒332-8601 青木2-1-1

優秀賞 特典（各月1人）
●きゅぽらんぬいぐるみ

次のテーマのいずれかに合う、
広報かわぐちの表紙にふさわしい写真

❷市ホームページから『「広報かわぐち」表紙写真応募申込書』をダウン
ロードし必要事項を記入の上、印刷した応募写真を同封し、郵送（必着）
または広報課（第一本庁舎6階）窓口へ持参

『わたしの好きな川口』
『川口の四季を感じる自然や風景』
『あなたが伝えたい川口の魅力』

応募資格　年齢・性別・居住地を問わず、どなたでも

※❶❷どちらかの方法でご応募ください。

検索広報かわぐち　表紙写真募集

スマホやパソコンからも簡単に応募できます♪

▲申込フォーム

表紙掲載号
7月号、8月号、9月号
10月号、11月号、12月号
令和8年1月号、2月号、3月号

募集期間
5月20日まで

6月11日～  8月20日
9月11日～11月20日

募集中！

川口の魅力や特徴が
伝わる写真を
待ってるきゅぽ♪

これまで

皆さんから

ご応募いた
だいた

写真が表紙
を

飾りました
♪

定額減税不足額給付金のお知らせ

問い合わせ…臨時特別給付金コールセンター　i0120-035-091

詳細は
こちら

令和6年分の所得税額が確定することに伴い、令和6年度に実施した定額減税調整給付金（当初調整給付）の支給額に不足が生じ
るかたに、定額減税不足額給付Ⅰ・Ⅱのいずれかを支給します。なお、不足額給付Ⅱにおいては、支給要件を満たすことが証明できる
書類を提出できるかたは、市からの通知を待たずに申請することができます。

応募方法・期間

下記の要件❶～❹の全てに該当するかたは、不足額給付Ⅱの支給対象となる場合があります。

※申請方法・提出書類などの詳細は市ホームページをご確認いただくかコールセンターへご連絡ください。

※非課税世帯等への給付金（要件❶のア～ウ）を受け取ったかたは不足額給付Ⅱの対象にはなりません。

支給要件

令和6年中の所得の減少や扶養親族の増加などにより定額減税調整給付金(当初調整給付)の支給額に
不足が生じるかたを対象とする「不足額給付Ⅰ」に関しては現在準備中です。また、対象者や支給額の決定
は8月上旬を予定しています。それまでの間、対象となるかなどにはお答えできませんのでご了承ください。

不足額給付Ⅱ

不足額給付Ⅰ
（詳細は広報かわぐち7月号に
掲載します）

❶アからウの非課税世帯等への給付金をどの自治体からも受け取っていない（かつ、受け取った世帯の世帯員でもない）
ア令和5年度住民税非課税世帯への給付金（7万円：令和6年1～5月ごろ実施）
イ令和5年度住民税均等割のみ課税世帯への給付金（10万円：令和6年2～5月ごろ実施）
ウ令和6年度に新たに住民税非課税または均等割のみ課税となった世帯への給付金（10万円：令和6年7～11月ごろ実施）

❷令和7年1月1日に川口市に住民票がある
❸令和6年分所得税と令和6年度住民税所得割の定額減税前の税額が0円であり、本人として定額減税の対象外であった
❹合計所得金額が48万円を超えるかたや事業専従者など、税制度上「扶養親族」に該当しないことから、扶養親族等として
定額減税の対象外であった

市ホームページ

1

　の期間中に申請がない場合であっても、市が対象者であることを確認できたかたに対しては通知などを発送する予定です。
また、通知などの発送準備のため7月1日㈫から申請受付を一時休止します。
通知などの発送時期や申請受付の再開時期は広報かわぐち7月号に掲載します。
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